
大
学
に
お
け
る
教
育
・
研
究
支
援
体
制
づ
く
り

日
　
は
じ
め
に

日
本
大
学
原
子
力
研
究
所
の
歩
み
か
ら

察
勝
義

日
本
大
学
・
理
工
学
部

大学と教育No

何
ら
か
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
を
念
じ
つ
つ
筆
を
進
め
た
い
。

一50一

目
　
創
設
期
の
歩
み

　
私
立
大
学
に
お
け
る
研
究
所
づ
く
り
の
一
事
例
と
し
て
、
日
本
大

学
原
子
力
研
究
所
の
歩
み
を
紹
介
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

筆
者
は
、
こ
の
研
究
所
に
現
在
在
籍
し
て
い
る
が
、
創
設
期
に
は
在

籍
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
研
究
所
の
歩
み
を
客
観
的
に
記
述
す
る

の
に
も
、
あ
る
い
は
生
き
生
き
と
記
述
す
る
の
に
も
適
任
で
は
な
い

が
、
日
本
大
学
原
子
力
研
究
所
の
歩
み
が
、
筆
者
の
不
完
全
、
不
正

確
か
つ
平
板
な
記
述
を
超
え
て
、
大
学
の
自
己
改
革
、
特
に
教
育
・

研
究
支
援
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
本
誌
の
読
者
諸
氏
に
、

　
　
　
　
　
　
　
日
本
大
学
原
子
力
研
究
所
（
以
下
原
研
と
略
記
）

創
設
の
経
緯

　
　
　
　
　
　
　
が
創
設
さ
れ
た
の
は
一
九
五
六
年
で
あ
る
。
日
本

大
学
工
学
部
に
物
理
学
科
が
設
置
さ
れ
理
工
学
部
に
名
称
変
更
さ
れ

た
の
は
一
九
五
八
年
で
あ
る
が
、
こ
の
間
の
経
緯
を
み
る
た
め
に
、

原
研
が
物
理
学
教
室
（
以
下
教
室
と
略
記
）
と
連
名
で
一
九
六
一
、

六
二
年
に
出
し
た
、
　
『
日
本
大
学
原
子
力
研
究
所
に
お
け
る
第
一
期

研
究
経
過
報
告
及
び
第
二
期
研
究
計
画
』
と
題
す
る
報
告
書
の
冒
頭



を
飾
る
、
創
設
委
員
の
一
人
、
故
湯
川
秀
樹
博
士
の
手
に
な
る
序
文

を
全
文
再
録
し
た
い
。

つ
ド
し
ド
ド
し
レ
し
ラ
ラ
ド
ド
ド
し
ド
ド
し
ド
ド
ド
　
セ
　
し
ラ
ラ
ド
ド
し
ド
ヤ
し
し
ラ
ド
ド
ド
ド
ヒ
　
ラ
し
し
ド
ド
ド
　
ド
ヨ
ド
　
ヨ
ヨ
し
し
ラ
し
し
ド
ド
ド
ヨ
し
ラ
ド
ド
ド
し
し
り
し
し
レ
き
ラ
し
ド
ド
し
ド
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
序
　
　
　
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

　
　
数
年
前
、
日
本
大
学
に
原
子
力
研
究
所
が
創
設
さ
れ
る
と
い
う
の
…

　
で
、
私
も
相
談
に
あ
ず
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
、
原
子
核
分
裂
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曹
曹

　
を
原
理
と
す
る
原
子
力
研
究
は
、
す
で
に
盛
ん
に
行
な
わ
れ
つ
つ
あ
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
っ
た
が
、
私
は
か
ね
が
ね
熱
核
融
合
反
応
を
原
理
と
す
る
原
子
力
開
㎜

　
発
の
可
能
性
を
我
国
で
も
研
究
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
も
っ
一

　
て
い
た
。
そ
れ
で
先
ず
、
素
粒
子
・
原
子
核
・
物
性
と
い
っ
た
近
代
…

　
物
理
学
を
中
心
と
す
る
物
理
学
科
を
設
置
し
、
そ
の
土
台
の
上
に
核
…

　
融
合
反
応
研
究
を
行
な
う
、
特
色
あ
る
原
子
力
研
究
所
を
建
設
し
て
皿

　
は
ど
う
か
と
い
う
意
見
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
幸
い
に
し
て
古
田
…

　
　
（
重
二
良
）
会
頭
を
は
じ
め
大
学
当
局
の
合
意
と
多
大
の
援
助
を
得
㎜

　
る
こ
と
が
で
き
、
横
地
（
伊
三
郎
）
理
工
学
部
長
等
の
尽
力
に
よ
り
、
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
・
か
つ
よ
し
●
一
九
三
七
年
神
戸
市
生
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
●
専
攻
は
素
粒
子
論
●
日
本
大
学
原
子
力
研

灘畢灘
　
騨
　
方
は
、
こ
の
秋
刊
行
予
定
の
創
立
三
＋
五
周
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
念
誌
に
載
る
諸
論
文
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

皿
こ
の
案
が
具
体
化
し
た
の
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
時
期
も
良
か
っ
た
の
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㎜
で
、
全
国
か
ら
新
進
気
鋭
の
研
究
者
多
数
を
集
め
る
事
が
出
来
、
高
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皿
温
プ
ラ
ズ
マ
発
生
装
置
及
び
ヘ
リ
ウ
ム
液
化
装
置
の
如
き
新
鋭
の
設
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㎜
備
と
相
待
っ
て
、
プ
ラ
ズ
マ
物
理
学
、
物
性
論
、
核
物
理
学
、
素
粒
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
子
論
の
各
方
面
に
亘
っ
て
相
当
な
成
果
を
あ
げ
、
学
界
で
注
目
さ
れ
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
る
存
在
に
な
っ
た
こ
と
に
、
私
は
安
心
と
喜
び
を
感
じ
て
い
る
。
　
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
官
学
に
な
い
私
学
の
特
徴
が
今
後
も
生
か
さ
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㎜
れ
て
ゆ
く
こ
と
を
私
は
期
待
し
て
い
る
。
過
去
四
年
間
の
基
礎
的
な
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皿
段
階
を
経
て
発
展
期
を
迎
え
た
今
日
、
こ
の
報
告
が
ま
と
め
ら
れ
次
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㎜
期
の
計
画
書
が
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
今
後
と
も
日
本
大
学
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皿
の
物
理
学
科
と
原
子
力
研
究
所
が
、
着
実
な
発
展
を
し
て
ゆ
く
よ
う
｝
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み
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皿
　
昭
和
三
十
六
年
十
月
二
十
日
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I
l
o
3
9
1
1
1
8
1
1
－
1
－
I
I
I
l
l
1
6
6
8
1
1
1
1
1
1
0
1
－
8
－
I
I
I
I
I
1
9
1
［
I
I
I
1
8
ー
ー
I
I
I
－
I
1
8
0
ー
ー
1
し
I
I
I
I
I
－
1
し
I
I
I
1
6
1
1
『

　
湯
川
博
士
並
び
に
大
学
首
脳
陣
の
意
を
受
け
て
研
究
所
づ
く
り
に

当
っ
た
の
は
原
治
氏
で
あ
っ
た
。
名
古
屋
大
学
の
講
師
で
あ
っ
た
原

氏
が
、
湯
川
博
士
の
推
薦
を
受
け
て
、
弱
冠
三
十
三
歳
で
教
授
と
し

て
日
大
に
迎
え
ら
れ
着
任
し
た
の
は
一
九
五
六
年
十
月
、
以
来
本
年

四
月
定
年
を
迎
え
る
ま
で
、
三
十
六
年
半
の
永
き
に
わ
た
っ
て
、
原

氏
は
研
究
所
と
と
も
に
歩
み
、
研
究
所
づ
く
り
に
大
い
な
る
指
導
性
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を
発
揮
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
序
文
か
ら
も
伺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成

特
色
と
構
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
構

　
　
　
　
　
　
　
え
る
よ
う
に
、
ま
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

次
節
以
降
で
も
触
れ
る
よ
う
に
、
原
研
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ

は
発
足
当
初
か
ら
次
の
よ
う
な
三
つ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

大
き
な
特
色
を
も
っ
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
度

ω
教
育
と
研
究
を
切
り
離
せ
な
い
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
61

と
捉
え
、
物
理
学
科
の
設
置
と
研
究
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
室

の
建
設
を
緊
密
に
結
び
付
け
た
視
点
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学

確
か
さ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物

⑭
理
論
研
究
と
実
験
研
究
、
基
礎
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研

と
応
用
研
究
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原

ら
、
核
融
合
反
応
の
研
究
を
中
心
に
据
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え
る
と
い
う
、
研
究
テ
ー
マ
、
研
究
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第

針
の
斬
新
さ
。

⑬
（
講
座
制
に
代
わ
る
）
研
究
の
進
展
に
応
じ
て
適
宜
再
編
を
行
な

う
こ
と
を
想
定
し
た
研
究
グ
ル
ー
プ
制
、
公
募
に
よ
り
全
国
か
ら
集

め
た
新
進
気
鋭
の
研
究
者
に
よ
る
自
主
、
民
主
、
平
等
の
原
則
の
も

と
で
の
運
営
な
ど
、
運
営
方
法
及
び
人
材
の
求
め
方
に
お
け
る
ユ
ニ

ー
ク
さ
。

　
採
用
さ
れ
た
も
の
全
員
が
、
物
理
学
科
の
教
員
と
し
て
教
壇
に
立

教　授 助教授 講　師 助手
素粒子G 2 3 1
原子核G （1） 1 1 1
科学史G 1
プラズマ理論G 2（2） 2
核融合G 3 3 2
物1生極低温G 1 1（1） 3

計 6（1） 1
11（3） 9

つ
と
同
時
に
、
研
究
所
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
そ
の
研
究
活
動
に
関
わ

っ
た
こ
と
か
ら
、
研
究
所
の
存
在
は
、
倍
近
い
教
員
定
員
と
潤
沢
な

研
究
費
と
い
う
二
つ
の
面
で
、
物
理
学
科
を
他
の
諸
学
科
に
比
べ
て

特
段
に
優
遇
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
こ
の
頃
の
物
理
学
科
の
学
生

定
員
四
十
名
に
対
し
、
一
九
六
一
年
度
の
教
員
は
専
任
二
十
七
名
、

（
他
大
学
と
の
）
兼
任
四
名
で
、
そ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
別
、
資
格
別

人
数
は
第
1
表
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

建
設
経
過
、

経
費
並
び
に
成
果

の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

第
2
表
原
研
の
建
設
経
過

五
力
年
（
一
九
六
二
年
三
月
ま
で
）
を
経
て
、

人
、
建
物
、
設
備
の
基
本
的
建
設
が
ほ
ぼ
終

わ
っ
た
が
、
こ
の
第
一
期
の
進
行
状
況
は
次

一52一

一
九
五
六
年

一
九
五
七
年
　
四
月

　
　
　
　
　
七
月

一
九
五
八
年
　
一
月

　
　
　
　
　
七
月

　
　
　
　
十
二
月

一
九
五
九
年
　
四
月

原
子
力
研
究
所
の
構
成
を
湯
川
教
授
に
委
嘱
。
創
設
委

員
会
を
つ
く
り
、
人
選
を
開
始
。

理
論
グ
ル
ー
プ
発
足
。

核
融
合
グ
ル
ー
プ
発
足
。

東
芝
と
と
も
に
大
型
装
置
の
設
計
開
始
。

大
実
験
室
の
起
工
。

実
験
室
の
完
成
、
大
容
量
コ
ン
デ
ン
サ
ー
群
の
設
置
。

小
規
模
実
験
の
準
備
開
始
。



十
月

一
九
六
〇
年
　
八
月

　
　
　
　
　
十
月

一
九
六
一
年
四
月

一
九
六
二
年
　
一
月

大
型
装
置
の
設
置
工
事
開
始
。

理
工
学
部
五
号
館
に
研
究
室
完
成
、
研
究
グ
ル
ー
プ
一

部
移
転
。
小
規
模
実
験
装
置
設
置
開
始
。
理
論
研
究
室

完
成
。

大
型
装
置
設
置
、
直
ち
に
試
験
開
始
。
装
置
の
附
属
施

設
の
検
討
を
開
始
。

小
規
模
装
置
の
運
転
開
始
。

六
号
館
完
成
と
共
に
極
低
温
実
験
室
、
磁
気
研
究
室
の

設
置
開
始
。

大
規
模
装
置
の
運
転
に
成
功
。

　
第
一
期
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
要
し
た
経
費
は
、
建
物
、
人
件

費
を
別
に
し
て
、
総
額
二
億
二
千
万
円
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
財
源
の

内
訳
は
第
3
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

大
学
か
ら
の
年
額
三
千
万
円
（
平
均
）
の
予
算
支
出
が
前
述
の
“
潤

沢
な
研
究
費
”
の
中
身
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
成
果
の
方
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
原
研
及
び
教
室
は
、

先
に
引
用
し
た
『
第
一
期
研
究
経
過
報
告
及
び
第
二
期
研
究
計
画
』

の
中
で
、
　
”
各
分
野
に
わ
た
っ
て
相
当
の
成
果
を
挙
げ
て
、
わ
が
国

に
お
い
て
も
指
折
り
数
え
ら
れ
る
有
力
な
研
究
施
設
に
成
長
し
た
”

と
自
己
評
価
し
た
。
一
九
六
二
年
一
月
日
本
で
は
じ
め
て
高
温
プ
ラ

ズ
マ
の
発
生
に
成
功
し
た
こ
と
に
加
え
、

全
国
の
研
究
者
の
求
め
に
応
じ
て
、
　
「
核

融
合
懇
談
会
文
献
情
報
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
、
　
『
核
融
合
研
究
』
を
創
刊
し
て
、

一
時
期
わ
が
国
に
お
け
る
核
融
合
研
究
の

セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
果
し
た
こ
と
、
全
国

共
同
利
用
研
究
所
と
し
て
の
プ
ラ
ズ
マ
研

究
所
が
一
九
六
一
年
名
古
屋
大
学
に
付
置

さ
れ
る
に
当
っ
て
核
融
合
グ
ル
ー
プ
提
案

の
装
置
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
、
こ
の
五
年

間
に
発
表
し
国
内
外
の
学
術
誌
に
掲
載
さ

れ
た
論
文
が
百
三
十
四
編
、
科
学
雑
誌
等

に
執
筆
し
た
解
説
等
が
十
三
編
、
著
書
が

五
点
、
訳
書
が
四
点
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が

こ
の
自
己
評
価
を
裏
付
け
て
い
る
。

　
な
お
、
原
研
の
そ
の
後
の
研
究
成
果
は
、

一
九
六
三
年
以
降
毎
年
刊
行
し
て
い
る

『
原
子
力
研
究
所
報
告
』
　
（
和
文
）
及
び

”
＞
昌
目
巴
菊
8
0
旨
”
　
（
英
文
）
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。

大学からの設備費・研究費 150，000，000円

文部省の私立大学理科特別助成金 59，597，170

文部省の輸入機械補助金 5，000，000

科学技術庁原子力平和利用補助金 5，995，522

計 220，592，692

第3表　初期5年間の設備費・研究費財源別内訳

　　　　　　　　　　　　一53一



　
　
　
　
　
　
　
教
室
・
原
研
の
運
営
は
研
究
者
全
員
が
イ
コ
ー
ル

教
室
憲
章
と

　
　
　
　
　
　
　
　
・
ウ
エ
イ
ト
で
参
加
す
る
教
室
会
議
に
よ
っ
て
な

サ
ロ
ン
と

　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
た
が
、
教
室
会
議
は
一
九
六
〇
年
二
月
「
物

先
生
禁
句
と

　
　
　
　
　
　
　
理
学
教
室
運
営
規
則
」
　
（
通
称
教
室
憲
章
）
を
制

定
し
た
。
名
古
屋
大
学
理
学
部
物
理
学
教
室
の
そ
れ
に
範
を
と
っ
た

も
の
で
は
あ
る
が
、
資
料
的
な
価
値
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
全
文
再

録
し
た
い
。

　
　
　
物
理
教
室
運
営
規
則
（
一
九
六
〇
・
二
・
五
）

1
、
教
室
の
意
志
決
定
の
最
高
機
関
は
教
室
会
議
で
あ
る
。

2
、
教
室
会
議
は
教
室
に
所
属
す
る
全
研
究
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

3
、
下
記
の
如
き
重
要
事
項
は
教
室
会
議
に
お
い
て
審
議
し
議
決
し

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
a
研
究
グ
ル
ー
プ
の
創
設
及
び
解
散

　
b
研
究
費
の
配
分

　
c
研
究
に
関
す
る
人
事

　
d
主
任
の
選
出

　
e
運
営
委
員
会
の
選
出
及
び
承
認

　
f
各
小
委
員
会
の
選
出
及
び
承
認

　
9
教
室
会
議
議
長
の
選
出

　
h
運
営
規
則
の
改
正

　
i
研
究
員
以
外
の
教
室
勤
務
者
全
体
の
代
表
よ
り
審
議
を
要
求
さ

れ
た
事
項

4
、
教
室
会
議
は
一
学
期
に
一
回
定
期
的
に
開
か
れ
る
。
こ
の
他
研

究
グ
ル
ー
プ
、
運
営
委
員
会
、
或
い
は
全
研
究
員
の
ー
／
6
以
上

　
か
ら
の
要
求
が
あ
っ
た
場
合
、
臨
時
教
室
会
議
が
開
か
れ
る
。

5
、
教
室
会
議
は
全
研
究
員
の
ー
／
2
以
上
の
出
席
を
必
要
と
す
る

が
、
特
に
重
要
な
場
合
は
、
議
長
の
判
断
に
よ
り
2
／
3
以
上
の

出
席
を
必
要
と
す
る
。
議
決
は
原
則
と
し
て
多
数
決
に
よ
る
。

6
、
教
室
会
議
は
少
な
く
と
も
五
日
前
に
議
題
と
と
も
に
予
告
さ
れ

　
る
。
又
議
事
は
記
録
に
留
め
ら
れ
る
。

7
、
教
室
会
議
の
構
成
員
が
教
室
を
代
表
す
る
場
合
に
は
た
え
ず
教

室
会
議
の
意
志
に
そ
っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

8
、
運
営
委
員
会
は
教
室
会
議
の
委
嘱
に
よ
り
教
室
の
実
際
的
運
営

　
を
行
な
う
。

　
運
営
委
員
会
は
教
授
全
員
及
び
研
究
グ
ル
ー
プ
よ
り
各
一
名
の
代

　
表
で
構
成
さ
れ
教
室
会
議
で
承
認
さ
れ
る
。

9
、
教
室
主
任
は
教
室
を
代
表
し
、
運
営
委
員
会
の
長
を
兼
ね
る
。

　
教
室
主
任
の
任
期
は
一
年
と
す
る
。

10、

研
究
グ
ル
ー
プ
は
研
究
上
の
行
政
の
単
位
と
し
て
グ
ル
ー
プ
会

　
議
に
よ
り
そ
の
意
志
を
決
定
す
る
。
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教
室
憲
章
は
研
究
者
民
主
主
義
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
当

時
の
原
研
・
教
室
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
サ
ロ
ン
の
設

置
が
あ
る
。
一
九
五
九
年
理
工
学
部
五
号
館
竣
工
に
と
も
な
い
、
研

究
グ
ル
ー
プ
の
一
部
が
こ
の
建
物
に
移
っ
た
際
、
一
室
を
サ
ロ
ン
と

し
た
。
全
国
共
同
利
用
研
究
所
の
範
と
な
っ
た
京
都
大
学
基
礎
物
理

学
研
究
所
に
故
湯
川
秀
樹
博
士
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
サ
ロ
ン
が
設
け

ら
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
日
大
の
サ
ロ
ン
で
も
、
研

究
上
の
議
論
が
、
そ
し
て
教
室
運
営
上
の
議
論
が
、
い
つ
果
て
る
と

も
な
く
続
い
た
の
で
あ
る
。

　
“
先
生
禁
句
”
と
い
う
の
は
、
物
理
学
教
室
の
研
究
者
の
問
で
は

互
い
に
相
手
を
”
～
先
生
”
と
呼
ぶ
の
は
よ
そ
う
と
い
う
申
し
合
わ

せ
（
一
九
五
七
年
四
月
）
を
指
す
。
こ
の
こ
と
の
是
非
は
と
も
か
く
、

こ
れ
も
当
時
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
一
つ
で
は
あ
ろ
う
。

　
も
う
一
つ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
極
め
て
有
能
な
秘
書
及
び

司
書
を
採
用
し
、
ま
た
内
外
の
多
数
の
学
術
雑
誌
を
擁
す
る
図
書
室

を
設
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
が
一
九
六
六
年
素
粒

子
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
日
大
に
採
用
さ
れ
た
と
き
、
歓
迎
会
の

席
で
、
有
能
で
親
切
な
秘
書
及
び
司
書
、
身
近
に
あ
っ
て
使
い
や
す

い
図
書
室
、
並
び
に
研
究
者
民
主
主
義
（
～
多
い
会
議
と
果
て
し
な

い
議
論
）
の
三
つ
を
第
一
印
象
に
挙
げ
た
こ
と
を
、
い
ま
で
も
覚
え

て
い
る
。

目
　
展
開
期
の
動
き

人
事
の
流
動
性

日
大
出
身
者
の

比
重
の
増
大

っ
た
の
で
あ
る
が
、

徴
が
み
ら
れ
る
。

の
流
動
性
で
あ
り
、

る
。

教
室
・
原
研
の
専
任
ス
タ
ッ
フ
の
数
は
、
大
学

院
物
理
学
専
攻
設
置
、
パ
イ
計
画
の
ス
タ
ー
ト
、

原
研
と
教
室
の
分
離
等
の
機
会
に
少
し
ず
つ
増

え
、
一
九
九
三
年
五
月
現
在
の
四
十
一
名
に
な

こ
の
問
の
人
事
異
動
に
は
、
二
つ
の
大
き
な
特

一
つ
は
一
九
八
○
年
頃
ま
で
顕
著
で
あ
っ
た
人
事

も
う
一
つ
は
日
大
出
身
者
の
比
重
の
漸
増
で
あ

　
一
九
六
一
年
度
に
在
籍
し
て
い
た
二
十
七
名
の
専
任
ス
タ
ッ
フ
の

う
ち
、
現
在
も
在
籍
し
て
い
る
の
は
九
名
に
過
ぎ
な
い
。
残
り
十
八

名
の
内
訳
は
、
日
大
理
工
学
部
の
一
般
教
育
教
室
に
転
出
し
た
も
の

一
名
、
　
（
外
国
を
含
む
）
他
の
大
学
に
転
出
し
た
も
の
八
名
、
家
業

を
継
ぐ
た
め
に
退
職
し
た
も
の
一
名
、
逝
去
し
た
も
の
五
名
、
定
年

退
職
し
た
も
の
三
名
と
な
っ
て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ
の
去
就
を
筆
者
が

属
し
て
い
る
素
粒
子
グ
ル
ー
プ
の
場
合
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く

み
た
の
が
次
の
第
4
表
で
あ
る
。

　
こ
の
表
か
ら
、
例
え
ば
、
F
氏
は
東
京
大
学
を
出
て
広
島
大
学
に

勤
務
し
た
後
、
一
九
五
九
年
日
本
大
学
に
就
職
し
、
一
九
六
七
年
ミ
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ネ
ソ
タ
大
学

に
転
出
し
た

こ
と
が
読
み

取
れ
る
。
な

お
、
原
研
は

パ
ー
マ
ネ
ン

ト
・
ス
タ
ッ

フ
の
ほ
か
に
、

任
期
付
の
助

手
、
副
手
等

を
採
用
し
た

こ
と
が
あ
る

が
、
そ
の
よ

う
な
形
で
素

粒
子
グ
ル
ー

プ
に
短
期
間

所
属
し
て
い

→（1993）定年退職

→（1963）東京大学

→プラズマ理論グループ

→（1982）逝去

→（1970）茨城大学

→（1967）ミネソタ大学

在籍

在籍

在籍

在籍

在籍

素
　
　
粒
　
　
子
　
グ

ル
　
　
r
　
　
プ

A：名古屋大学→

　　　名古屋大学（1956）→

B：名古屋大学（1956）→

C：東京文理大学（1957）→

D：大阪大学（1957）→
E：京都大学（1957）→
　　　原子核グループ→

F：東京大学→
　　　広島大学（1959）→

G：京都大学（1961）→

H：東京大学→
　　　東北大学（1964〉→

1：大阪大学（1966）→

J＝日本大学（1978）→

K：日本大学（1988）→

第4表　素粒子グループのスタッフの去就

た
も
の
が
六
名
い
る
。

　
」
、
K
両
氏
は
素
粒
子
グ
ル
ー
プ
生
え
抜
き
の
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
。

自
ら
育
て
た
人
材
の
教
室
・
原
研
へ
の
採
用
は
一
九
六
四
年
に
始
ま

る
が
、
一
九
六
九
年
以
降
博
士
の
学
位
を
得
た
も
の
が
陸
続
と
採
用

さ
れ
て
、

い
る
。

現
在
四
十
一
名
の
う
ち
日
大
出
身
者
は
十
三
名
に
上
っ
て

研
究
分
野
の
拡
大

研
究
グ
ル
ー
プ
の

増
設

か
ら
物
性
理
論
グ
ル
ー
プ
が
分
離
独
立
し
た
。

プ
か
ら
更
に
計
算
物
理
学
グ
ル
ー
プ
が
事
実
上
分
離
独
立
、

性
理
論
グ
ル
ー
プ
は
非
線
形
・
非
平
衡
統
計
物
理
学
に
ま
で
研
究
の

対
象
を
広
げ
て
い
る
。

　
一
九
七
五
年
に
は
、
原
研
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
も
と
に
、
　
”
パ
イ

中
間
子
に
よ
る
癌
治
療
”
に
関
す
る
研
究
が
、
理
工
、
医
、
歯
、
松

戸
歯
、
農
獣
医
五
学
部
の
共
同
研
究
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
そ

れ
を
受
け
て
、
原
研
に
こ
の
研
究
を
推
進
す
る
た
め
の
新
し
い
グ
ル

ー
プ
が
組
織
さ
れ
、
新
し
く
四
名
の
専
任
ス
タ
ッ
フ
が
採
用
さ
れ
た

（
別
に
核
融
合
グ
ル
ー
プ
か
ら
二
名
移
籍
）
。
パ
イ
中
間
子
発
生
装
置

と
し
て
電
子
線
加
速
器
の
採
用
が
決
定
さ
れ
、
マ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
と

呼
ば
れ
る
新
し
い
型
の
加
速
器
の
設
計
製
作
に
成
功
し
た
が
、
政
府
、

地
方
自
治
体
並
び
に
財
界
等
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
医

療
専
用
加
速
器
と
パ
イ
中
間
子
照
射
装
置
を
建
設
し
、
パ
イ
中
間
子

に
よ
る
癌
治
療
を
施
す
病
院
を
建
て
る
と
い
う
計
画
は
、
大
学
の
受

一
九
六
二
年
度
以
降
、
研
究
分
野
の
拡
大
・

細
分
化
、
研
究
グ
ル
ー
プ
の
増
設
・
分
離
独

立
が
何
回
か
あ
っ
た
。

　
一
九
六
七
年
、
プ
ラ
ズ
マ
理
論
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
後
、
同
グ
ル
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
物
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け
入
れ
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
代
わ
っ
て
電
子
線
利
用
セ

ン
タ
ー
構
想
が
一
九
九
二
年
大
学
に
承
認
さ
れ
、
パ
イ
中
問
子
グ
ル

ー
プ
は
加
速
器
科
学
グ
ル
ー
プ
に
衣
替
え
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
八
年
の
物
理
学
科
開
設
に
続
い
て
、
一

制
度
上
の
変
遷

　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
三
年
大
学
院
に
物
理
学
専
攻
が
設
置
さ
れ

て
、
教
育
上
の
体
制
が
整
い
、
更
に
同
じ
年
の
十
二
月
、
日
本
大
学

原
子
力
研
究
所
規
程
が
制
定
さ
れ
て
、
研
究
所
の
制
度
上
の
整
備
が

行
な
わ
れ
た
。
一
方
で
原
研
が
本
部
直
属
の
研
究
所
で
あ
る
こ
と
が

謳
わ
れ
、
他
方
で
研
究
員
は
教
授
、
助
教
授
、
講
師
、
助
手
と
し
、

本
学
理
工
学
部
教
員
の
兼
任
と
す
る
、
と
規
定
さ
れ
た
。
ま
た
所
長

及
び
次
長
は
そ
れ
ぞ
れ
総
長
及
び
理
工
学
部
長
を
も
っ
て
こ
れ
に
あ

て
る
と
さ
れ
、
研
究
及
び
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
機

関
と
し
て
運
営
委
員
会
が
設
け
ら
れ
た
。
運
営
委
員
会
は
創
設
委
員

会
に
代
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
学
外
運
営
委
員
と
し
て
、
故
湯
川
秀

樹
博
士
（
当
時
京
都
大
学
基
礎
物
理
学
研
究
所
長
）
と
伏
見
康
治
博

士
（
当
時
名
古
屋
大
学
プ
ラ
ズ
マ
研
究
所
長
）
が
招
か
れ
た
。
こ
の

運
営
委
員
会
は
、
も
ち
ろ
ん
、
教
室
憲
章
に
基
づ
い
て
置
か
れ
て
い

る
教
室
運
営
の
た
め
の
運
営
委
員
会
と
は
別
物
で
あ
る
。

　
パ
イ
中
間
子
に
よ
る
癌
治
療
に
関
す
る
五
学
部
共
同
研
究
（
パ
イ

計
画
）
の
ス
タ
ー
ト
に
と
も
な
い
、
一
九
七
七
年
三
月
原
子
力
研
究

所
規
程
の
大
幅
な
改
正
が
行
な
わ
れ
た
。
関
連
学
部
と
い
う
概
念
が

導
入
さ
れ
、
”
次
長
を
置
く
と
き
は
関
連
学
部
長
を
も
っ
て
こ
れ
に

当
て
る
”
、
”
研
究
所
の
経
費
は
本
部
並
び
に
関
連
学
部
か
ら
の
拠
出

金
…
…
を
も
っ
て
こ
れ
に
当
て
る
”
な
ど
と
規
定
さ
れ
た
こ
と
、

”
所
員
は
専
任
ま
た
は
兼
任
と
し
…
…
”
と
な
っ
て
、
専
任
の
所
員

を
置
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
大
き
な
改
正
点
で
あ
る
。
規

程
改
正
を
機
に
、
一
九
七
八
年
四
月
、
理
工
学
部
物
理
学
科
所
属
ー

原
研
兼
任
の
教
職
員
が
、
物
理
学
科
所
属
の
も
の
と
原
研
専
任
の
も

の
と
に
分
離
さ
れ
、
物
理
学
科
所
属
の
教
員
は
原
研
に
対
し
て
は
形

式
上
他
学
科
所
属
の
教
員
と
同
様
な
立
場
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

た
だ
し
、
原
研
専
任
と
い
え
ど
も
理
工
学
部
所
属
に
は
違
い
な
く
、

原
研
と
教
室
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
緊
密
な
連
係
を
保
ち
、
原
研
の
専

任
所
員
（
及
び
研
究
補
助
員
）
は
全
員
物
理
学
科
の
講
義
及
び
卒
業

研
究
に
参
加
し
て
い
る
し
、
教
室
所
属
の
教
員
の
ほ
と
ん
ど
全
員
が

原
研
の
兼
任
所
員
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
関
連
学
部
と
し
て
は
、
理
工
、
医
、
歯
、
松
戸
歯
、
農
獣

医
の
ほ
か
、
後
に
文
理
が
加
わ
っ
た
。
ま
た
、
関
連
学
部
長
が
次
長

と
な
る
ほ
か
、
本
大
学
教
授
の
う
ち
か
ら
一
名
次
長
を
選
任
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
さ
れ
、
こ
の
役
を
原
治
氏
が
定
年
直
前
ま
で
務
め
た

（
定
年
後
は
顧
問
）
。
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四
現
況
と
課
題

グ
ル
ー
プ
及
び

人
員
構
成

　
　
　
　
　
　
　
名
で
あ
る
が
、

は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

　
教
室
所
属
で
定

年
に
な
っ
た
二
名

の
後
任
人
事
が
教

室
会
議
で
繰
り
返

し
議
論
さ
れ
て
い

る
の
だ
が
、
ま
だ

ま
と
ま
っ
て
お
ら

ず
、
暫
定
的
な
措

置
と
し
て
任
期
付

の
助
手
（
寄
器
碧
3

＞
ω
ω
8
§
Φ
）
を
採
用

し
て
い
る
（
表
に

は
菊
》
と
表
示
）
。

一
九
九
三
年
五
月
現
在
の
原
研
の
専
任
ス
タ
ッ
フ

は
十
九
名
、
物
理
学
教
室
所
属
の
教
員
は
二
十
二

そ
の
グ
ル
ー
プ
構
成
、

原　　　研 物理学教室

教授 助教授 講師 助手 教授 助教授 講師 助手

理
　
　
論
　
　
系

素粒子G 2 1 1 1
原子核G 1 1 1
プラズマ理論G 1 1
計算物理学G 1 1 1
物性理論G 2
非平衡物理学G 1
科学史G 1 1

実
験
　
系

RA 2
核融合G 1 1 3 1 1 1
プラズマ科学G 1 1

1 2低温・物性実験G 2 1
加速器科学G 3 2

系低温・雛実験G2　1　1　2　杏

　加速器科学G32貝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構

第5表原研及び物理学教室グループ及び人員構成（1993年5月現在）成

原
研
専
任
で
定
年
と
な
っ
た
一
名
の
後
任
に
つ
い
て
の
議
論
は
ま
だ

始
ま
っ
て
い
な
い
。

　
事
務
職
員
は
原
研
に
三
名
（
内
一
名
は
司
書
）
、
教
室
に
二
名
在
籍

し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
原
研
の
運
営
は
、
原
子
力
研
究
所
規
程
と
、
教

組
織
運
営
形
態

　
　
　
　
　
　
　
　
室
憲
章
に
倣
っ
て
研
究
者
が
自
主
的
に
定
め
た

原
子
力
研
究
所
運
営
規
則
に
拠
っ
て
い
る
が
、
組
織
を
図
示
す
る
と

次
の
よ
う
に
な

る
。実

行
予
算

毎
年
四
月
頃
、

理
工
学
部
長
名

で
そ
の
年
度
の

予
算
額
の
通
知

が
来
る
。
こ
れ

を
受
け
て
、
グ

ル
ー
プ
代
表

（
た
だ
し
理
論

関
係
は
一
本

化
）
と
小
委
員

所長

次長

顧問

運営委員会

　研究所会議　　　議長
　　　1

企画調整委員会一主任

　小委員会　　　　　　　　研究グループ

第6表　原研組織図
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会
委
員
長
か
ら
な
る
会
計
委
員
会
で
実
行
予
算
案
を
つ
く
り
、
研
究

所
会
議
の
承
認
を
経
て
、
実
行
に
移
さ
れ
る
。
予
算
案
が
確
定
す
る

ま
で
の
間
、
前
年
度
実
績
の
ー
／
2
を
限
度
に
使
い
始
め
て
も
よ
い

と
さ
れ
、
十
二
月
頃
に
な
る
と
、
予
算
の
執
行
状
況
を
点
検
し
、
調

整
と
保
留
金
の
配
分
等
が
な
さ
れ
る
。

　　　項目　　　　　　　金額　　　　説　　　　明

1事務費　　　　　　　430万円　コピー関係、計算用紙、文具

　　　　　　　　　　　　　　　原研報告、Annual　Report

2図書費　　　　　　　655　　　和洋雑誌、単行本

3会合費　　　　　　　　33　　　忘年会等への補助

4学会旅費　　　　　　220　　　11万円×20

5国際交流費

　　出張　　　　　　　159　　　6名分

　　招聰　　　　　　　350　　　客員研究員の受け入れ等

6専任研究費　　　　　3200　　　理論：70（×　8）

　　　　　　　　　　　　　　　実験：220（×　12）

7重点研究費

　　加速器G関係　　　1590　　理工以外の関連学部兼任研究費

　　　　　　　　　　　　　　　　（320）を含む

　　共通　　　　　　　950　　　今年度は理論G（460）と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　核融合G（490）

8兼任研究費　　　　　830　　　理工学部関係

9次長留置　　　　　　　50

10その他　　　　　　　　50

11保留金　　　　　　　133　　　教育委関係を含む

　　　合計　　　　　　8650万円

第7表　原研1993年度実行予算案

　
一
九
九
三
年
度
の
実
行
予
算
案
（
四
月
現
在
の
人
数
で
計
算
）
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
使
い
方
に
あ
る
程
度
の
柔
軟
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
が
原
研
予

算
の
特
徴
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
事
務
局
を
説
得
し
な
が
ら
、
一
つ
一

つ
実
績
を
積
み
重
ね
て
き
た
結
果
で
あ
る
。
特
色
あ
る
使
い
方
の
一

つ
に
招
聰
用
の
国
際
交
流
費
の
計
上
が
あ
る
。
こ
れ
は
予
算
が
増
額

に
な
っ
た
一
九
九
一
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
年
度

末
に
、
素
粒
子
グ
ル
ー
プ
が
、
海
外
か
ら
の
十
一
名
を
含
む
七
十
名

の
参
加
者
を
得
て
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

　
経
費
は
本
部
負
担
金
、
理
工
学
部
負
担
金
、
　
（
理
工
学
部
以
外

の
）
関
連
学
部
負
担
金
、
私
大
経
常
費
補
助
金
（
”
特
色
あ
る
教
育
研

究
”
を
実
施
し
て
い
る
と
し
て
特
別
補
助
を
受
け
て
い
る
）
等
に
よ

っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
。
パ
イ
計
画
を
契
機
に
、
理
工
学
部
以
外

に
、
医
学
部
な
ど
五
学
部
も
関
連
学
部
と
な
り
、
原
研
の
経
費
を
一

部
負
担
す
る
よ
う
に
な
っ
た
い
き
さ
つ
か
ら
、
重
点
研
究
費
の
配
分

等
の
議
論
に
お
い
て
は
、
パ
イ
計
画
や
そ
の
後
の
電
子
線
利
用
セ
ン

タ
ー
計
画
の
推
進
役
で
あ
る
加
速
器
科
学
グ
ル
ー
プ
は
特
別
扱
い
と

な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
第
7
表
に
挙
げ
た
項
目
は
研
究
者
独
自
の
分
類
で
あ
り
、

決
算
は
大
学
の
会
計
処
理
に
使
わ
れ
る
分
類
に
則
っ
て
行
な
わ
れ
る

こ
と
は
断
る
ま
で
も
な
い
。
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現
在
、
理
工
学
部
物
理
学
科
の
学
生
定
員
は

量
子
理
工
学
専
攻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
四
十
名
で
あ
り
、
大
学
院
理
工
学
研
究
科

物
理
学
専
攻
前
期
、
後
期
課
程
の
学
生
定
員
は
そ
れ
ぞ
れ
二
十
五
名
、

五
名
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
原
研
が
教
室
か
ら
分
離
さ
れ
た
後

も
、
原
研
の
ス
タ
ッ
フ
は
引
き
続
き
物
理
学
科
、
物
理
学
専
攻
の
教

育
に
関
わ
っ
て
い
る
が
、
原
研
に
最
近
新
し
い
重
要
な
役
割
が
加
わ

っ
た
。
日
本
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
は
、
一
九
九
二
年
四
月
、

従
来
の
専
攻
に
加
え
、
対
応
す
る
学
科
を
も
た
な
い
独
立
専
攻
と
し

て
、
四
つ
の
新
し
い
専
攻
　
　
不
動
産
科
学
専
攻
、
医
療
・
福
祉
工

学
専
攻
、
情
報
科
学
専
攻
、
量
子
理
工
学
専
攻
を
設
置
し
た
が
、
原

研
は
量
子
理
工
学
専
攻
の
設
立
母
体
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
専

攻
は
、
新
た
に
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
”
量
子
理
工
学
”
に
関
連
し
た

境
界
領
域
の
研
究
と
教
育
を
任
務
と
し
て
お
り
、
原
研
の
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
の
も
と
、
理
工
学
部
の
物
理
、
電
子
、
電
気
各
学
科
、
並
び
に

文
理
学
部
の
物
理
、
応
用
物
理
各
学
科
の
協
力
を
得
て
創
ら
れ
た
。

定
員
は
修
士
課
程
各
年
次
二
十
名
で
あ
り
、
博
士
課
程
の
設
置
も
予

定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
原
研
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
努
力
と
学
内
外
の
支
援
に
よ
り
、

課
　
題

　
　
　
　
　
特
色
あ
る
研
究
所
と
し
て
自
他
と
も
に
認
め
ら
れ
る
存

在
と
な
り
、
誇
り
得
る
数
々
の
成
果
を
挙
げ
て
来
た
。
そ
れ
だ
け
に

学
内
外
か
ら
の
期
待
は
大
き
く
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
と
い

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
主
な
検
討
課
題
を
二
、
三
列
挙
す

る
と
、

ω
量
子
理
工
学
専
攻
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
の
時
点
で
の
、

研
究
所
の
主
要
な
研
究
テ
ー
マ
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
定
と
そ

れ
に
対
応
し
た
グ
ル
ー
プ
づ
く
り
（
研
究
所
の
名
称
の
問
題
を
含

む
）
。

⑭
全
学
の
教
育
研
究
水
準
の
向
上
に
貢
献
し
、
全
学
の
研
究
セ
ン
タ

ー
と
し
て
機
能
で
き
る
体
制
づ
く
り
と
意
識
改
革
。

⑥
各
学
部
、
各
学
科
、
そ
し
て
各
大
学
、
各
研
究
機
関
と
の
人
事
交

流
を
促
進
し
、
研
究
所
を
常
に
若
々
し
く
保
つ
方
途
の
模
索
。

国
　
む
す
び

　
筆
者
は
、
日
大
原
研
の
歩
み
と
現
況
を
、
主
と
し
て
初
期
の
頃
に

重
点
を
置
い
て
紹
介
し
て
来
た
。
本
稿
の
記
述
の
不
完
全
さ
、
不
正

確
さ
、
平
板
さ
は
、
こ
の
秋
刊
行
予
定
の
物
理
学
科
及
び
原
研
創
立

三
十
五
周
年
記
念
誌
の
諸
文
章
が
補
い
、
ま
た
正
し
て
く
れ
る
で
あ

ろ
う
。

　
二
十
名
の
専
任
ス
タ
ッ
フ
を
擁
し
、
年
間
八
千
五
百
万
円
に
上
る

研
究
費
が
計
上
さ
れ
る
研
究
所
は
、
日
本
大
学
と
い
う
特
大
規
模
の

大
学
だ
か
ら
こ
そ
存
立
し
得
る
の
だ
と
い
わ
れ
れ
ば
、
確
か
に
そ
の
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と
お
り
で
は
あ
ろ
う
。
各
大
学
に
お
い
て
は
、
当
然
、
そ
の
規
模
に

応
じ
た
特
色
あ
る
教
育
研
究
支
援
体
制
づ
く
り
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
日
本
私
立
大
学
連
盟
の
学
術

研
究
体
制
検
討
委
員
会
報
告
『
明
日
へ
の
提
言
1
私
立
大
学
に
お
け

る
学
術
研
究
体
制
』
　
（
一
九
八
六
年
三
月
）
に
、
数
々
の
示
唆
に
富

む
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
い
起
こ
し
た
い
。

　
最
後
に
、
大
学
改
革
の
重
要
な
視
点
の
一
つ
に
、
　
”
研
究
に
裏
打

ち
さ
れ
た
生
き
生
き
と
し
た
教
育
”
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を

今
一
度
強
調
し
て
、
本
稿
を
締
め
く
く
り
た
い
と
思
う
。

＼
．
を

●
．
っ

！
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